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２）マツ材線虫病の発生メカニズム
マツ材線虫病発生のなぞをのぞいて見ましょう。
病気発生の犯人はマツノザイセンチュウです。しかし、こ
の１ミリにも満たないマツノザイセンチュウは、足も羽もな
く、病気の樹からまわりの健康な樹に移ることはできませ
ん。ではどうして伝染病のようにひろがることができるので
しょうか、実はこのマツノザイセンチュウを樹から樹へ運ぶ
共犯者がいるのです。それがマツノマダラカミキリです。
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マツノザイセンチュウはマツノマダラカミキリに運んで
もらい、マツの樹体内で繁殖しマツを病気にします。マツ
ノマダラカミキリは樹脂（松やに）の出なくなった病気の
マツに卵を産みます。卵からふ化したマツノマダラカミキ
リ幼虫は、マツの枝や幹の樹皮の下の栄養のある部分を餌
にします。マツノザイセンチュウとマツノマダラカミキリ
は、お互いに助け合いながら利益を分け合う、「マツ枯ら
しの犯行グループ」なのです。

①初夏、マツノマ
ダラカミキリは、マ
ツノザイセンチュウ
を体内にかかえて元
気なマツに飛んでき
ます。※

②大人になるため、
若い小枝の樹皮を
食べます。このと
き、センチュウはお
尻の先から小枝に
移ります。

③センチュウは、小
枝の傷口からマツの
樹体内に入り、脱
皮して成虫となりま
す。

④センチュウの食害
で、健康なマツも１
週間後には樹脂が
出なくなり、１ヵ月
後には葉が赤くなり
枯れはじめます。

⑤枯れはじめたマツ
から出る匂いをかぎ
つけ、カミキリが集
まってきて、産卵し
ます。

⑥ふ化したカミキリ
の幼虫は、樹皮の
すぐ下の柔らかい内
樹皮を食べて育ち
ます。

⑦寒くなると、幼虫は
材に孔をあけて潜り込
み、蛹室(ようしつ：
さなぎになるための部
屋)を作って冬を越し、
春に蛹になります。

⑧蛹室ができると、分散
していたセンチュウは、幼
虫のはき出す二酸化炭素
を頼りに蛹室の周りに集
まってきて、カミキリに取
り付く準備を始めます。

⑨蛹が羽化すると、
センチュウは蛹室に
入り粘着性の物質
を分泌し、カミキリ
の腹部の気門内に
潜り込みます。

⑩センチュウを腹部
の気門にかかえたカ
ミキリは枯れたマツ
から出て、新しいマ
ツを求めて飛び立ち
ます。

※以下「カミキリ」はマツノマダラカミキリ、「センチュウ」はマツノザイセンチュウのことです。

 

※「マツ再生プロジェクト」（日本緑化センター 2005）より抜粋




